
◎主な仕事

牛への人工的な授精や受精卵の移植によって家畜
の生産や後継牛を確保します。

より良い牛への改良を進める大事な役割を担って
います。
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一日の
仕事の流れ

8：30

始業。
人工授精の依頼な
どを電話で受け付
けます。

訪問先の農家さんをそれぞれ
担当地区の授精師に振り分け
します。



8：30～9：00

忘れ物がないように
消耗品や精液、窒素の補
充などの準備をします。
重いタンクは20kgほど
あることも。

タンク内の
保管中の精液



9：00

自分の公用車に仕事が
しやすいようにセッティング。

準備が出来たら出発
です。



9：00～１２：００

農家さんに到着したら
稟告を聞きます。

台帳を確認して直腸
検査。



9：00～１２：００

農家さんが指定する
種雄牛の精液を授精
します。

人工授精簿に記録。



13：00～１4：００

午後も人工授精に出発。

野帳に記録します。

一日の訪問件数は
１０件前後、
一日の授精頭数は
20頭前後です。



14：00～１6：45

午後の人工授精業務
を終えたら事務所に
戻って人工授精簿を入
力します。
また、授精証明書等の
発行も行います。

終業。
今日も一日お疲れ様
でした。

１6：45



interview

ＮＯＳＡＩ北海道へ入組を決めた理由は？

家畜人工授精師

清水 慶信 さん

Shimizu Yoshinobu

2022年入組
オホーツク統括センター
北見家畜診療所
北見改良グループ 所属

Ｑ

農家さんの経営の支えになり、自分が授精した牛が生まれるという魅力に
惹かれ、家畜人工授精師を目指しました。その中でＮＯＳＡＩは様々な研修
を実施していて、授精技術の向上を目指せると思い入組を決めました。

A

仕事のやりがい、楽しさを教えてください。Ｑ

自分が授精した牛の受胎が確認できた時はとてもやりがいを感じます。
また、回数を重ねるごとに以前はできなかったことができるようになって
いくのがとても楽しいです。

A

ＮＯＳＡＩを一言で表すと？Ｑ

「農家さんに寄り添った組織」だと思います。A



今後の目標を教えてください。Ｑ

卵巣などの診断の精度を上げ、受胎率の向上を目指し、畜主さんから「受
胎率が良いね」と言っていただけるように頑張ります。

A

仕事をしていて大変だと感じることを教えてください。また、それをどのよう
に乗り越えましたか。

Ｑ

牛も１頭１頭個性があり、子宮や卵巣の状態が違うので、発情かどうか
を見極めるのが大変です。そんな時は先輩方にアドバイスをいただくこ
とで技術の向上を目指しています。

A

Advice
さまざまな職場を見たり、体験するといい
と思います。職場の雰囲気を自分の肌で感
じ、自分に合った仕事や自分がやりたい仕
事に就けるよう応援しています！

清水さんから就職活動中の方へのアドバイス



教育・
研修制度

酪農・畜産を営む農家にとって、家畜の「安定
的な繁殖」は欠かせません。家畜人工授精師職
員は、繁殖業務の専門家として農家の安定経営
に貢献することが仕事です。

そのためには繁殖技術の向上が欠かせません。
ＮＯＳＡＩ北海道では、家畜人工授精師として
一日でも早く活躍できるよう「新規家畜人工授
精師実務研修会」をはじめ、繁殖関連の技術を
学ぶ研修を各種用意しています。


